
十勝農業の今を知り 未来を読み解く

「
な
つ
ぞ
ら
」の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
農
機
具
歴
史
館
を
見
学
す
る
観
光
客

「
な
つ
ぞ
ら
」酪
農
に
脚
光

　搾
乳
体
験
、施
設
見
学
も
増
加

十
勝
農
業
に
「
な
つ
ぞ
ら
」
効
果

　
２
０
１
９
年
の
十
勝
で
大
き
な

話
題
に
な
っ
た
の
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」（
４
〜
９

月
）
。
十
勝
が
舞
台
と
な
り
、
酪
農

を
は
じ
め
農
業
や
開
拓
の
歴
史
が

脚
光
を
浴
び
た
。
農
業
関
連
施
設

の
見
学
者
が
増
え
る
な
ど
効
果
が

表
れ
た
。

　
幕
別
町
忠
類
の
「
ｉ
ふ
ぁ
ー
む
」

で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
酪
農
体
験
を
実
施
し

て
い
る
。
泊
ま
り
込
み
で
早
朝
か
ら

搾
乳
な
ど
を
体
験
で
き
る
。

　
年
間
３
０
０
〜
３
５
０
人
程
度
の

受
け
入
れ
だ
が
、今
年
は
９
月
ま
で

に
４
０
０
人
以
上
が
参
加
。
同
牧
場

は
「
将
来
、
酪
農
家
を
目
指
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
。
な
つ
ぞ
ら

効
果
を
感
じ
て
い
る
」と
話
す
。

　
帯
広
市
の
広
瀬
牧
場
で
も
搾
乳

体
験
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
体

験
の
引
き
合
い
が
強
ま
っ
て
い
る
。

地
元
利
用
に
加
え
て
今
年
は
長
野

県
か
ら
の
ツ
ア
ー
も
あ
り
、前
年
の

約
１
・
５
倍
。
酪
農
の
専
門
家
と
し

て
ド
ラ
マ
を
監
修
し
た
広
瀬
文
彦

代
表
の
話
を
聞
き
に
来
る
人
も
多

い
。

　
ド
ラ
マ
で
使
用
し
た
農
機
具
を

展
示
し
て
い
る
帯
広
市
川
西
の
と

か
ち
農
機
具
歴
史
館
は
前
年
の
倍

の
１
１
７
０
人
が
来
場
。
と
か
ち
大

平
原
交
流
セ
ン
タ
ー
や
旧
川
原
邸

な
ど
一
連
の
施
設
を
合
計
す
る
と
、

９
月
ま
で
に
４
倍
以
上
の
入
り
込

み
と
な
っ
た
。

　
ド
ラ
マ
で
は
、よ
つ
葉
乳
業
が
モ

デ
ル
と
み
ら
れ
る
乳
業
会
社
が
登

場
し
、管
内
の
農
業
関
係
者
の
話
題

を
集
め
た
。
農
家
資
本
に
よ
る
乳
業

会
社
設
立
の
や
り
と
り
が
描
か
れ
、

地
元
農
協
の
決
議
や
十
勝
支
庁
へ
の

新
設
届
の
提
出
シ
ー
ン
も
流
れ
た
。

当
時
を
知
る
十
勝
地
区
農
協
組
合

長
会
会
長
の
有
塚
利
宣
さ
ん（
８７
）

＝
Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し
組
合
長
＝

は「
先
達
が
苦
労
し
て
築
い
た
酪
農

王
国
の
歴
史
が
全
国
に
発
信
さ
れ

た
」と
喜
ぶ
。

　
ド
ラ
マ
の
影
響
で
音
更
町
の
よ
つ

葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
の
見
学
施

設「
お
い
し
さ
ま
っ
す
ぐ
館
」の
見
学

ツ
ア
ー
も
人
気
。
今
春
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
効
果
も
加
わ
り
、９
月
末

ま
で
に
前
年
同
期
比
３
割
増
の
７
３

４
６
人
が
来
館
し
た
。
同
社
は
「
な

つ
ぞ
ら
効
果
を
感
じ
た
」と
す
る
。

　
１０
月
に
札
幌
で
開
か
れ
た
「
２
０

１
９
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
で
は
、

「
な
つ
ぞ
ら
」
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
の

箱
に
十
勝
の
名
産
品
を
詰
め
た
特

別
ギ
フ
ト
が
販
売
さ
れ
て
人
気
を

集
め
た
。

　
農
業
に
興
味
を
持
ち
十
勝
を
訪

れ
る
観
光
客
が
増
加
、農
畜
産
物
や

加
工
品
に
注
目
が
集
ま
る
な
ど
、十

勝
の
基
幹
産
業
の
Ｐ
Ｒ
・
発
信
に
な

つ
ぞ
ら
は
ひ
と
役
買
っ
た
。

多くの観光客が訪れたＪＲ帯広駅内のとかち物産センター
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堅
牢
で

高
能
率
の
石
寄
せ
機

堅
牢
で

高
能
率
の
石
礫
除
去
機
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SD-1900

サイドダンプ方式採用
ロアーリンク2点 ケン引式

収穫し切れなかった野良芋の除去にも使えます。

〒090-0818 北海道北見市本町4丁目7
TEL.0157-23-4493　FAX.0157-23-4499

ストーンピッカーの
専門メーカー 株式会社 イダ

　圃場内の石礫の存在は、農業機
械の使用に大きな負担となってい
ます。農業機械各部の損害・摩耗
はもとより、収穫機使用の高能率
作業が阻害され、また収穫物に石
礫が混入したりと、生産性低減の
大きな理由となっています。
　当社のストーンピッカーは石の多
い土壌でも高性能の威力を発揮
し、しかも耐久性に優れ、現在ご使
用中の農家の皆様に好評を得て
います。
　石礫と同時に野良芋の除去も
出来るため、野良芋の発生を減ら
すことが出来ます。

　石寄せ機ストーンディガーは、ストーンピッカーの前作業機
で、片道又は往復で一列に石礫を堆石させる機械です。
　その後を、ストーンピッカーで堆石した石礫を拾い上げるだけ
ですから、除礫作業を早く終わらせることができます。


